
～　校内ＬＡＮ整備事業 事業期間

04

平成 平成

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

平成２５年度　実施計画・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

　教育委員会 課等名部等名 　商業高校 記入者名 　桐野健一 内線
年度

総合計画上の
位置付け

基本方針 　歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

26事務事業名 年度

　高校教育の充実

細 施 策

　高等学校教育設備整備事業費（校内ＬＡＮ整備事業）

施　　策

目
02 004

根拠法令・条例、関連計画等

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

H26年度の事業計画 H27年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

　①すべての教室でインターネットができるようにしたい。
　②教材の送受信・共有化が可能になるようにしたい。
　③校務の効率化を図りたい。教職員間の諸連絡や文書の共有化など、校務の迅速化、効率化。

３　事務事業の概要

01

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

細目　予算細々目名 会計 款 項

　教育環境の整備充実

　校内ＬＡＮ敷設工事
 
　現状は、口頭及び文書での情報のやり
とり、ＵＳＢでのデータのやりとり等、
迅速性、効率性に欠ける方法しかとり得
ない状況。他校並みに校内ＬＡＮ敷設を
要求する声が多いため、改善を図りた
い。

　校内ＬＡＮシステムの導入は、学校の情報化、教育の情報化を推し進め、生徒の一人ひとりに情報教育を進める
うえで極めて重要な基盤整備で、次のようなメリットが見込まれる。
　①すべての教室でインターネットができる。パソコン教室だけでなく、すべての教室からインターネットが利用
可能になるし、無線ＬＡＮを利用すれば先生はノートパソコンを持って教室から教室へ移動可能になる。
　②教材の送受信・共有化が可能になる。
　③校務の効率化が図れる。教職員間の諸連絡や文書の共有化など、校務の迅速化、効率化が図れる。

01

　生徒、職員 　校内ＬＡＮ敷設工事の実施

67-1069

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

H28年度以降の事業計画



378

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　評　価
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

接続パソコン台数 台

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

　県立高校は、平成２１年度にＩＣＴ環境整備として校内ＬＡＮの整備を図っており、県内の高校でＬＡＮ整備
がなされていないのは、出水商業高校だけである。
　鹿児島市立の高校は、県立に先んじて整備が進められている。

平成
年度まで
26

理由

　校内ＬＡＮ敷設工事が不可欠である。

本事業は該当しない。

は　い

年度

いいえ

いいえ

事務事業評価（事前評価）

目標値目標

44

1

　県立高校は、平成２１年度にＩＣＴ環境整備として校内ＬＡＮの整備を図っており、県内の高校でＬＡＮ整
備がなされていないのは、出水商業高校だけである。鹿児島市立の高校は、県立に先んじて整備が進められ
た。生徒数確保のためにも必須と思われる。

26年度

　校内ＬＡＮ整備を行い、校務の迅速化、効率化等を図りたい。

24年度 25年度
指 標 名 単位

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

理由

市内の小中学校では既に整備済みであり、必要な整備である。
□ 

□ 

■ は　い

いいえ

区分

活
動
指
標

②

成
果
指
標

①

効
率
性

■ 

妥
当
性

目標 目標

緊
急
性

②

校内ＬＡＮ整備①

　二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

　一次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

□ 

28年度
１　指標の推移

今後の方向性（総合評価）

□ は　い
理由

目標
最終目標

実績
27年度


